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皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に

満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
ご
ろ

よ
り
多
大
な
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
外
交

関
係
樹
立
50
周
年
を
迎
え
、
両
国
に
お

い
て
、
様
々
な
地
域
や
場
所
、
関
係
団

体
で
記
念
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
は
特
に
こ
の
10
年
、
目
を

見
張
る
勢
い
で
発
展
し
て
お
り
、
11
月

の
ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ト
ゥ
オ
ン
国
家

主
席
と
岸
田
総
理
と
の
首
脳
会
談
に
お

い
て
「
ア
ジ
ア
と
世
界
に
お
け
る
平
和

と
繁
栄
の
た
め
の
包
括
的
戦
略
的
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
し
て
、
最
も
高
い

レ
ベ
ル
の
両
国
関
係
の
枠
組
み
へ
の
格

上
げ
で
合
意
し
、
益
々
両
国
間
の
関
係

が
密
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

50
周
年
関
連
イ
ベ
ン
ト

　
５
月
に
水
戸
市
千
波
公
園
に
お
い
て

ベ
ト
ナ
ム
紹
介
と
ア
オ
ザ
イ
試
着
体
験

や
雑
貨
販
売
を
行
い
、
９
月
に
は
学
生

若
者
を
含
む
総
勢
46
人
の
訪
問
団
を
ベ

ト
ナ
ム
に
派
遣
し
、
ベ
ト
ナ
ム
外
務
省

や
越
日
友
好
協
会
、
ハ
ノ
イ
工
科
大
学

を
表
敬
訪
問
、
フ
エ
外
国
語
大
学
で
の

交
流
活
動
や
児
童
福
祉
施
設
ア
ン
タ
イ

子
ど
も
の
家
で
の
支
援
活
動
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
で
は
筑
波
大
学
ホ
ー
チ
ミ
ン
オ

フ
ィ
ス
と
戦
争
証
跡
博
物
館
な
ど
を
訪

ね
ま
し
た
。

　
11
月
の
県
立
歴
史
館
い
ち
ょ
う
ま
つ

り
に
お
い
て
も
、
友
好
の
輪
を
広
げ
る

活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
県
内
の
大
学
生
・
若
者

と
ベ
ト
ナ
ム
の
若
者
と
の
交
流
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
使
館
と
の
連
携

　
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
大

使
館
主
催
の
「
外
交
関
係
樹
立
50
周
年

記
念
式
典
」
に
は
、
山
口
理
事
長
、
中

川
副
理
事
長
が
出
席
し
、
ヒ
エ
ウ
新
大

使
や
大
使
館
関
係
者
と
共
に
50
周
年
を

祝
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
県
内
に
お
い
て
友
好
協
会
が

果
た
す
役
割
も
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を 

考
え
、
大
使
館
と
の
連
携
を

密
に
し
、
活
動
を
広
げ
て
い
こ
う
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

各
団
体
、
市
町
村
と
の
交
流

　
昨
年
も
茨
城
県
や
在
茨
城
県
ベ
ト
ナ

ム
人
協
会
な
ど
各
団
体
、
市
町
村
と
の

情
報
交
換
や
交
流
に
力
を
入
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

多
く
の
会
社
や
団
体
、
日
本
語
学
校
と

も
連
携
を
取
り
、
よ
り
一
層
の
活
動
の

展
開
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
目
指
し
て

　
友
好
協
会
は
、
今
年
も
日
本
と
ベ
ト

ナ
ム
と
の
交
流
の
一
翼
を
担
う
団
体
と

し
て
友
好
発
展
に
努
め
、
友
好
の
懸
け

橋
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
年
に
し
た

い
と
誓
い
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
輝
か

し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
　
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会

　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
山
口
や
ち
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
外    

　
役
員
一
同

初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す新年のあいさつに山口理事長宅を訪れたベトナム留学生、羽子板を持って

右からアインさん、ゴックさん、ミンさん、アインさん

日 

時
　
　
２
月
３
日（
土
）午
前
11
時
開
会
・
受
付
10
時
半
〜

会 
場
　
　
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
２
階
・
飛
天

４
年
ぶ
り
に
「
新
春
の
つ
ど
い
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

大
使
あ
い
さ
つ

　
７
月
か
ら
正
式
に
就
任
さ
れ
た
フ
ァ

ム
・
ク
ア
ン
・
ヒ
エ
ウ
大
使
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
こ
こ
50
年
間
に
わ
た
り
、

両
国
の
友
好
協
力
関
係
が
両
国
首
脳
及

び
、
国
民
間
の
深
い
相
互
理
解
、
相
互

信
頼
を
踏
ま
え
、
協
力
で
効
果
的
に
発

展
し
て
き
て
い
ま
す
」

　
ま
た
「
11
月
27
日
に
国
家
主
席
訪
問

の
際
、
岸
田
総
理
と
の
日
越
首
脳
会
議

に
お
い
て
、
両
国
は
ア
ジ
ア
及
び
世
界

の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
の
包
括
的
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て
の
最
も
高

い
レ
ベ
ル
へ
両
国
関
係
の
枠
組
み
の
格

上
げ
で
合
意
し
ま
し
た
」
と
話
し
、
出

席
し
た
国
家
主
席
及
び
令
夫
人
、
チ
ャ

ン
・
リ
ュ
イ
・
ク
ア
ン
副
首
相
、
ブ

イ
・
タ
イ
ン
・
ソ
ン
外
務
大
臣
や
秋
篠

宮
皇
嗣
同
姫
、
額
賀
衆
議
院
議
長
、
二

階
日
越
議
員
連
盟
会
長
、
上
川
外
務
大

臣
、
関
係
各
位
、
政
治
、
経
済
界
、
経

営
者
、
友
好
協
会
及
び
友
人
の
皆
様
に

感
謝
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

二
階
日
越
議
員
連
盟
会
長
あ
い
さ
つ

　
続
い
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
二
階
会

長
は
「
長
年
に
渡
る
両
国
の
心
と
心
の

交
流
が
両
国
の
揺
る
ぎ
な
い
関
係
の
基

礎
と
な
っ
て
い
る
」
と
話
し
、
今
後
の

更
な
る
両
国
の
発
展
を
願
い
ま
し
た
。

両
国
外
務
大
臣
あ
い
さ
つ

　
ブ
イ
・
タ
イ
ン
・
ソ
ン
ベ
ト
ナ
ム
外

務
大
臣
が
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
ベ
ト
ナ

ム
に
と
り
、
日
本
は
最
も
重
要
か
つ
長

期
に
わ
た
る
包
括
的
な
戦
略
的
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
誠
実
で
信

頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
。
日
本
と
の
関

係
発
展
は
両
国
国
民
に
利
益
を
も
た
ら

す
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
と
世
界
に
お

け
る
平
和
、
安
全
、
発
展
の
促
進
に
も

貢
献
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
上
川
陽
子
外
務
大
臣
は
「
現
下
の
複

雑
化
す
る
国
際
情
勢
に
お
い
て
、
両
国

は
地
域
に
お
い
て
信
頼
で
き
る
、
互
い

に
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
存
在
。
今

後
は
こ
の
一
段
と
強
化
さ
れ
た
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
よ
り
一
層
緊
密

に
連
携
し
、
両
国
の
関
係
を
新
た
な
次

元
に
発
展
を
進
め
た
い
。
特
に
次
の
50

年
を
見
据
え
、
若
い
世
代
の
交
流
を
促

進
し
、
精
神
的
分
野
を
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
重
要
。
環
境
問
題
へ
の
対
応

や
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
協
力
を
進
め
て
参
り
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
山
口
理
事
長
、
中
川
副
理
事
長
は
、

ヒ
エ
ウ
大
使
と
初
め
て
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
、
現
在
ベ
ト
ナ
ム
外
務
省
に
い
る

フ
ォ
ン
北
東
ア
ジ
ア
局
副
局
長
や
ベ
ト

ナ
ム
外
務
省
新
聞
局
に
い
る
ソ
ン
局
長

と
の
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。
今
後
も
ベ

ト
ナ
ム
の
関
係
者
と
の
更
な
る
交
流
発

展
を
誓
い
ま
し
た
。

記
念
演
奏
会

　
式
典
の
後
、
ベ
ト
ナ
ム―

日
本
友
好

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
上
皇
、
上
皇

后
が
皇
太
子
時
代
に
沖
縄
を
訪
問
さ
れ

た
際
作
ら
れ
た
琉
歌
「
歌
声
の
響
」
を

歌
手
の
三
浦
大
知
氏
が
披
露
し
、
大
宮

臨
太
郎
氏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
、
ベ

ト
ナ
ム
の
人
民
芸
術
家
で
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
ダ
ン
・
タ
イ
・
ソ
ン
氏
に
よ
る

シ
ョ
パ
ン
の
演
奏
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団

や
、
ベ
ト
ナ
ム
交
響
楽
団
の
演
奏
で
会

場
が
包
ま
れ
ま
し
た
。

外
交
関
係
樹
立
50
周
年
記
念
式
典

　
駐
日
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
大
使
館
主
催
の
記
念
式
典
が
、
11
月
28
日
、

港
区
の
明
治
記
念
館
で
開
催
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
主
席
ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・

ト
ゥ
オ
ン
閣
下
ご
夫
妻
、
秋
篠
宮
皇
嗣
同
姫
殿
下
ご
臨
席
の
下
、
額
賀
福
志
郎
衆

議
院
議
長
、
二
階
俊
博
日
越
友
好
議
員
連
盟
会
長
な
ど
、
多
く
の
国
会
議
員
や
各

知
事
が
出
席
す
る
中
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
友
好
協
会
か
ら
は
山
口
や
ち

ゑ
理
事
長
、
中
川
喜
久
治
副
理
事
長
、
村
田
み
の
り
事
務
局
長
、
雜
賀
美
丘
事
務

局
次
長
が
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

秋
篠
宮
皇
嗣
、
同
妃
殿
下
と
ト
ゥ
オ
ン

国
家
首
席
ご
夫
妻

ヒ
エ
ウ
大
使
と
山
口
理
事
長

フ
ォ
ン
北
東
ア
ジ
ア
局
副
局
長
を
囲
ん

で
山
口
理
事
長
と
中
川
副
理
事
長
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

使
は
「
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
外
交
関
係
樹

立
50
周
年
を
迎
え
、
政
治
・
経
済
・
民
間

の
多
く
の
親
密
で
協
力
的
な
関
係
が
築
か

れ
て
き
た
。こ
れ
か
ら
未
来
に
向
け
て
さ

　
祝
賀
会
に
お
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
外
務
大

臣
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
全
国
で
８
人
が
表

彰
さ
れ
、
山
口
や
ち
ゑ
理
事
長
が
茨
城
県

ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
の
活
動
を
評
価
さ

れ
、
フ
ァ
ム
・
ク
ア
ン
・
ヒ
エ
ウ
特
命
全

権
大
使
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
当
日
は
ヒ
エ
ウ
ベ
ト
ナ
ム
大
使
、
大
使

夫
人
、
ミ
ン
公
使
な
ど
大
使
館
関
係
者
、

テ
ィ
ッ
ク
・
タ
ム
・
チ
ー
大
恩
寺
僧
侶
や

日
本
国
内
で
活
躍
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
人

４
０
０
人
以
上
が
参
加
し
、
ま
た
ベ
ト
ナ

ム
と
連
携
し
て
活
動
し
て
い
る
約
50
人
の

日
本
人
関
係
者
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
ヒ
エ
ウ
大

ら
に
大
切
な
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
」

と
話
し
「
石
川
県
や
能
登
の
地
震
で
は
大

恩
寺
や
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ベ
ト

ナ
ム
人
の
救
済
に
尽
力
し
て
く
れ
た
。い

ま
だ
復
興
途
中
の
多
く
の
困
難
な
人
々
に

心
を
寄
せ
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
は
ベ
ト
ナ
ム
語
で
行
わ
れ
、
在

日
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
の
会
長
で
在
茨
城
県

ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
の
グ
エ
ン
・
ホ
ン
・
ソ

ン
会
長
も
あ
い
さ
つ
し
、
国
民
的
歌
手
を

迎
え
、歌
や
踊
り
、劇
や
子
ど
も
た
ち
の
ダ

ン
ス
な
ど
３
時
間
以
上
行
わ
れ
、
会
場
中

が
旧
正
月
テ
ト
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
に
始
ま
っ
た
交
流
会
で
は
、

ベ
ト
ナ
ム
の
正
月
料
理
バ
イ
ン
チ
ュ
ン
や

バ
イ
ン
テ
ッ
ト
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
餅
米
を
豆
や
豚
肉
と
一
緒
に
バ

ナ
ナ
の
葉
な
ど
に
く
る
み
半
日
ほ
ど
茹
で

た
伝
統
的
な
食
べ
物
で
す
。午
後
７
時
ま

で
祝
賀
会
は
続
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ト
は
２
月
10
日
で
、
テ
ト
の

次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く

旧
正
月
テ
ト
祝
賀
会
が
開
催

　
１
月
21
日
、
駐
日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
館
主
催
の
テ
ト（
旧
正
月
）の
祝
賀
会「
ベ
ト
ナ
ム
の

旧
暦
の
正
月
を
祝
う
会
」が
、港
区
六
本
木
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、全
国
か
ら
５
０
０
人
近

い
人
々
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

ヒ
エ
ウ
大
使
夫
妻
を
囲
ん
で
テ
ト
を
祝
う

参
加
者
た
ち

外
務
大
臣
表
彰
を
受
け
た
関
係
者
８
名

ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
へ
の
積
極
的
、
効
果
的
な

友
好
関
係
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
事
へ
の
表
彰
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

千
代
町
か
ら
は
馬
場
俊
明
秘
書
公
室
長
ら

が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
の
特
徴
や
可

能
性
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　
ラ
ッ
ク
ズ
オ
ン
県
と
し
て
は
人
材
育
成

の
分
野
で
茨
城
県
や
八
千
代
町
と
、
農
業

や
介
護
の
分
野
で
の
連
携
を
図
り
た
い
と

話
し
、
交
流
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　
ミ
ン
人
民
委
員
会
副
委
員
長
は
「
ラ
ッ

ク
ズ
オ
ン
県
を
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら

え
て
あ
り
が
た
い
。
皆
さ
ん
の
協
力
で
こ

う
し
て
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

八
千
代
町
滞
在
中
の
秋
祭
り
は
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
く
参
加
す
る
様
子

を
見
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
私
た

ち
も
取
り
入
れ
た
い
。
茨
城
県
と
ラ
ッ
ク

ズ
オ
ン
県
に
は
共
通
点
が
と
て
も
多
く
、

筑
波
山
と
ラ
ム
セ
ン
山
が
県
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
り
、
農
業
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
も
似
て

い
ま
す
。
今
後
は
当
県
の
コ
ー
ヒ
ー
を
広

く
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
学

生
の
交
流
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
友
好
協
会
も
ラ
ッ
ク
ズ
オ
ン
県
の
コ
ー

ヒ
ー
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
ベ
ト
ナ

ム
人
協
会
と
協
力
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
行
は
八
千
代
町
で
の
交
流
や
会
社
訪

問
を
積
極
的
に
行
い
、
ま
た
県
内
の
ベ
ト

ナ
ム
人
の
企
業
で
の
活
躍
や
学
生
と
の
交

流
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
中
部
ラ
ン
ド
ム
省
に
あ
る

ラ
ッ
ク
ズ
オ
ン
県
は
、
人
口
約
３
万
２
千

人
の
自
然
豊
か
な
街
で
、
基
幹
産
業
は
農

業
と
観
光
、
平
均
気
温
が
16
度
〜
22
度
ほ

ど
の
高
原
地
帯
で
す
。

　
令
和
４
年
10
月
に
八
千
代
町
と
友
好
都

市
提
携
協
定
を
提
携
し
、
お
互
い
の
発
展

の
た
め
連
携
協
力
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
ラ
ッ
ク
ズ
オ
ン
県
評
議
会
ヤ
・

テ
ィ
オ
ン
常
務
副
議
長
、
同
県
人
民
委
員

会
レ
・
チ
・
ク
ア
ン
・
ミ
ン
副
委
員
長
の

ほ
か
議
員
会
館
法
政
部
長
、
財
務
計
画
部

長
、
企
業
の
ト
ッ
プ
８
人
が
出
席
し
、
八

休
み
は
２
月
８
日
か
ら
14
日
で
す
。多
く
の

ベ
ト
ナ
ム
人
は
故
郷
に
帰
省
し
、北
部
は
ピ

ン
ク
の
桃
の
花
を
飾
り
、南
部
や
中
部
は
黄

色
の
梅
の
花
や
金
柑
の
花
を
飾
っ
て
お
祝

い
し
ま
す
。

前
の
ペ
ー
ジ
よ
り

　
昨
年
の
11
月
27
日
、
八
千
代
町
を
訪
問
し
て
い
る
ラ
ッ
ク
ズ
オ
ン
県
の
訪
問
団
が
、
茨

城
県
庁
の
会
議
室
で
、
八
千
代
町
秘
書
公
室
課
、
茨
城
県
国
際
渉
外
チ
ー
ム
、
茨
城
県
観

光
物
産
協
会
、
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
と
意
見
交
換
会
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
地
方

都
市
と
の
連
携
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

ラ
ン
ド
ム
省
ラ
ッ
ク
ズ
オ
ン
か
ら
訪
問
団

県
庁
で
意
見
交
換
会

ミン副委員長と友好協会事務局村田・雜賀
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

ハ
ノ
イ
工
科
大
学
と
サ
ッ
カ
ー
交
流

　
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の
外
交
関
係
樹
立

が
昨
年
で
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ

を
記
念
し
て
関
彰
商
事
は
ハ
ノ
イ
工
科
大

学
の
フ
ィ
ン
・
ク
エ
ッ
ト
・
タ
ン
学
長
や

関
係
者
を
招
き
、
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
更
新

の
調
印
式
と
日
越
外
交
関
係
樹
立
50
周
年

の
記
念
品
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
関
社
長
は
「
今
後
は
よ
り
関
係
構
築
を

進
め
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
両
国
の
架
け
橋

と
し
て
友
好
関
係
を
深
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
、
タ
ン
学
長
は
「
両
者
は
と
も
に

取
り
組
み
、
成
果
を
出
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
固
い
信
頼
関
係
の

下
、
今
後
と
も
関
係
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
16
年
に
ハ
ノ
イ
駐
在
事
務
所

を
設
立
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
事
業
を
ス
タ
ー

ト
し
、
同
年
グ
ル
ー
プ
会
社
の
セ
キ
シ
ョ

ウ
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ス
が
ハ
ノ
イ
工
科
大
学

の
協
力
を
得
て
、
同
大
学
に
お
い
て
合
同

企
業
説
明
会
「
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ジ
ョ
ブ
・

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
、
日
系
企
業
の
ベ
ト

ナ
ム
高
度
人
材
採
用
、
お
よ
び
ベ
ト
ナ
ム

人
求
職
者
の
就
労
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
き
ま

し
た
。

　
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
は
継
続
的
に
開
催
し
、

昨
年
は
10
回
目
を
迎
え
、
日
系
企
業
向
け

就
職
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
最

大
規
模
ま
で
成
長
し
て
い
ま
す
。

筑
波
大
学
蹴
球
部
と
の
交
流
試
合

　
式
に
同
行
し
て
い
た
ハ
ノ
イ
工
科
大
学

サ
ッ
カ
ー
部
の
ア
ン
さ
ん
、
ズ
イ
さ
ん
、

リ
ン
さ
ん
の
３
人
が
セ
キ
シ
ョ
ウ
Ｆ
Ｃ
の

一
員
と
し
て
、
筑
波
大
学
内
の
セ
キ
シ
ョ

ウ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
行
わ
れ
た
筑
波
大
学
蹴

球
部
と
の
交
流
試
合
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
交
流
試
合
に
は
大
岩
剛
Ｕ―

23
日
本
代

表
監
督
も
駆
け
つ
け
、
プ
レ
ー
を
通
じ
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
３
人
は
「
日
本
の
レ
ベ
ル
の
高
い
サ
ッ

カ
ー
を
体
験
し
、
と
て
も
よ
い
経
験
と
な

り
ま
し
た
」
「
今
回
の
経
験
を
通
し
て
将

来
の
選
択
肢
が
広
が
り
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
12
月
３
日
、
ハ
ノ
イ
工
科
大
学
と
関
彰
商
事
株
式
会
社
が
、
ス
ポ
ン
サ
ー
契

約
更
新
の
調
印
式
を
行
い
、
そ
れ
に
伴
い
ハ
ノ
イ
工
科
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
選
手
と
セ
キ

シ
ョ
ウ
Ｆ
Ｃ
が
、
筑
波
大
学
蹴
球
部
と
の
交
流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

ト
ゥ
オ
ン
国
家
主
席
が
国
会
演
説

　
11
月
29
日
に
国
会
で
行
わ
れ
た
、
ベ
ト

ナ
ム
の
ヴ
ォ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ト
ゥ
オ
ン
国

家
主
席
の
演
説
を
小
沼
巧
参
議
院
議
員
の

協
力
で
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
我
が
両
国
と
両
国
民
に
は
、
千
年
以
上

前
に
遡
る
長
期
に
わ
た
る
歴
史
的
な
関
係

が
あ
り
ま
す
。
始
ま
り
は
人
的
交
流
、
そ

の
次
は
政
治
、
外
交
、
経
済
協
力
に
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
研
究
資
料
に
よ
る

と
、
８
世
紀
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
の
僧
侶
で
あ

る
フ
ァ
ッ
ト
・
ト
リ
エ
ッ
ト
（
仏
哲
）
が

大
仏
開
眼
供
養
に
出
席
す
る
た
め
に
奈
良

を
訪
れ
、
両
国
間
に
仏
教
と
雅
楽
の
交
流

の
歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。
16
世
紀
ま
で

に
、
日
本
の
朱
印
船
が
貿
易
や
ビ
ジ
ネ
ス

の
た
め
に
ベ
ト
ナ
ム
に
来
て
、
日
本
建
築

が
染
み
込
ん
だ
街
や
橋
が
作
ら
れ
、
今
で

も
ホ
イ
ア
ン
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
ゴ
ッ
ク
ホ
ア
姫
と
商
人
、
荒
木
宗
太

郎
の
ご
縁
で
あ
っ
た
り
、
愛
国
志
士
フ
ァ

ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
氏
と
浅
羽
佐
喜
太
郎

医
師
の
美
し
い
友
情
で
あ
っ
た
。

　
日
本
は
ベ
ト
ナ
ム
の
最
重
要
な
経
済

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
労
働
協
力
で
は
第

２
位
、
投
資
と
観
光
で
は
３
位
、
貿
易
で

は
４
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
防
安
全
保

障
の
協
力
は
、
実
質
的
に
深
化
し
発
展
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
在
日
ベ
ト
ナ
ム
人
は

52
万
人
で
、
在
ベ
ト
ナ
ム
日
本
人
は
約
２

万
２
千
人
で
す
。
地
方
間
で
約
百
ペ
ア
が

友
好
協
力
関
係
を
結
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

は
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
関
係
を
強
化
す
る

た
め
の
重
要
な
架
け
橋
で
す
」
。

ハ
ノ
イ
工
科
大
学
タ
ン
学
長
と
関
彰
商
事
の

関
正
樹
社
長
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

技
能
実
習
制
度

　
今
か
ら
30
年
前
に
で
き
た
「
技
能
実
習

制
度
」
は
外
国
人
が
最
長
で
５
年
間
働
き

な
が
ら
技
能
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
厳
し
い
職
場
環
境
に
置
か
れ

た
実
習
生
の
失
踪
が
相
次
ぎ
、
人
権
侵
害

の
指
摘
が
あ
る
な
ど
と
し
て
、
政
府
の
有

識
者
会
議
は
今
の
制
度
を
廃
止
す
る
と
し

最
終
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
新
た
な
制
度
は
人
材
の
確
保
と
育
成
を

目
的
と
し
て
、
名
称
も
「
育
成
就
労
制

度
」
に
変
え
る
と
し
て
い
ま
す
。

育
成
就
労
制
度
と
は

　
新
た
な
制
度
の
目
的
を
国
際
貢
献
か
ら

外
国
人
材
の
確
保
と
育
成
に
変
え
ま
す
。

基
本
的
に
３
年
で
一
定
の
専
門
性
や
技
能

を
持
つ
水
準
ま
で
育
成
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
専
門
の
知
識
が
求
め
ら
れ
る
技

能
実
習
制
度
へ
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
、

受
け
入
れ
る
職
種
を
介
護
や
建
設
、
農
業

な
ど
の
分
野
に
限
定
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

　
一
方
で
、
特
定
技
能
へ
の
移
行
に
は
、

技
能
と
日
本
語
の
試
験
に
合
格
す
る
と
い

う
条
件
を
加
え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
原
則
で
き
な
か
っ
た
別
の
企

業
な
ど
へ
の
「
転
籍
」
は
、
１
年
以
上
働

い
た
上
で
一
定
の
技
能
と
日
本
語
能
力
が

あ
れ
ば
同
じ
分
野
に
限
り
転
籍
を
認
め
る

技
能
実
習
制
度
と
育
成
就
労
制
度

　
政
府
の
有
識
者
会
議
は
、
現
在
の
技
能

実
習
制
度
を
廃
止
す
る
と
し
た
最
終
報
告

書
を
11
月
に
ま
と
め
、
30
日
に
法
務
大
臣

に
提
出
し
ま
し
た
。
正
式
な
変
更
は
２
０

２
４
年
以
降
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
問
題
点

　
友
好
協
会
の
廣
田
則
夫
監
事
に
よ
る
と

「
実
習
生
の
多
く
が
母
国
の
送
り
出
し
機

関
や
仲
介
者
に
多
額
の
手
数
料
を
支
払
っ

て
来
日
し
て
い
る
。
そ
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
に
、
日
本
の
受
け
入
れ
企
業
や
農

家
と
費
用
を
分
担
す
る
仕
組
み
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
１
年
以
上
働

い
て
い
る
こ
と
を
要
件
に
認
め
る
こ
と

で
、
転
籍
が
可
能
と
な
れ
ば
、
せ
っ
か
く

育
て
た
い
人
材
が
流
出
し
て
し
ま
う
問
題

も
起
こ
る
。
そ
れ
に
は
多
く
の
課
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し
ま
す
。

日
本
経
済
新
聞
社
竹
蓋
幸
広
記
者
と

村
田
農
園
村
田
和
寿
代
表

　
１
月
10
日
、
20
年
以
上
多
く
の
技
能
実

習
生
を
受
け
入
れ
、
東
京
の
ホ
テ
ル
や
有

名
菓
子
店
に
い
ち
ご
を
出
荷
し
て
い
る
鉾

田
の
村
田
農
園
の
村
田
代
表
は
「
受
け
入

れ
る
企
業
や
農
家
が
本
気
で
試
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
大
き
な
労
働

力
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
。
実

習
生
の
お
か
げ
で
農
園
の
経
営
が
で
き
て

い
て
助
か
っ
て
い
る
。
一
人
ひ
と
り
を
大

事
に
育
成
し
て
き
た
。
さ
ら
に
費
用
が
か

か
る
な
ど
の
課
題
は
し
っ
か
り
見
極
め
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
日
経
新
聞
の
竹
蓋
記
者
は
県
内
外
の
多

く
の
技
能
実
習
生
問
題
を
取
材
し
て
い
ま

す
「
大
洗
町
や
鉾
田
市
、
行
方
市
な
ど
多

く
の
技
能
実
習
生
が
働
い
て
い
る
。
新
た

な
制
度
と
な
る
こ
と
で
ど
う
い
う
課
題
が

出
て
く
る
の
か
し
っ
か
り
取
材
を
し
て
い

き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

技
能
実
習
制
度
か
ら
育
成
就
労
制
度
へ

外
国
人
労
働
者
を
取
り
巻
く
状
況
が

大
き
く
変
化
し
て
い
く
時
代
を
迎
え
て

鉾
田
市
村
田
農
園
の
村
田
さ
ん（
右
）と

日
本
経
済
新
聞
社
竹
蓋
記
者（
左
）
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

め
で
た
い
お
正
月
の
飾
り
で
あ

る
こ
と
や
、
稲
穂
飾
り
や
し
め

縄
な
ど
に
、
よ
い
年
に
な
る
よ

う
に
た
く
さ
ん
収
穫
が
あ
る
よ

う
に
意
味
が
あ
る
こ
と
に
は
じ

め
て
気
が
つ
き
ま
し
た
」
と
話

し
、
「
エ
ビ
や
ハ
ス
な
ど
が
縁

起
が
い
い
こ
と
、
田
作
り
や
昆

布
巻
き
を
お
正
月
に
食
べ
る
意

味
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
け
れ

ば
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

書
き
初
め
や
生
け
花
体
験

　
４
人
は
、
今
年
の
目
標
や
表

現
し
た
い
言
葉
を
決
め
て
書
き

初
め
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
皆
一
言
も
話
さ
ず
に
何
度
も

書
き
順
を
確
か
め
て
、
そ
れ
ぞ

れ
、
福
、
新
、
成
功
、
侘
寂
を

書
き
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
け
花
は
花
材
の
向

き
や
添
え
る
花
を
考
え
な
が
ら

始
め
て
使
う
剣
山
に
苦
戦
し
な

が
ら
立
派
な
作
品
を
作
り
上
げ

ま
し
た
。

　
昨
年
の
10
月
、
お
茶
会
に
招

待
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
４
人
は

自
分
で
お
茶
を
点
て
た
こ
と
は

な
く
、
茶
杓
の
使
い
方
や
茶
筅

で
お
茶
を
点
て
る
こ
と
に
苦
労

し
な
が
ら
も
、
自
分
で
な
ん
と

か
出
来
た
お
茶
を
美
味
し
そ
う

に
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ア
イ
ン
さ
ん
は
「
日
本
の
伝

統
的
な
お
せ
ち
を
初
め
て
食
べ

ま
し
た
。
鹿
島
神
宮
や
牛
久
大

仏
に
行
く
の
も
初
め
て
な
の

で
、
い
い
体
験
で
し
た
。
ま

た
、
生
け
花
と
茶
道
を
や
る
こ

と
が
と
て
も
面
白
か
っ
た
で

す
。
私
が
や
っ
た
の
は
あ
ま
り

き
れ
い
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す

が
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
」
と
話

し
、
は
じ
め
て
行
っ
た
鹿
島
神

宮
の
初
詣
の
様
子
や
牛
久
大
仏

か
ら
見
え
た
富
士
山
の
景
色
も

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
っ

た
と
話
し
ま
し
た
。

　
４
人
は
３
月
ま
で
日
本
に
滞

在
し
、
ベ
ト
ナ
ム
に
戻
り
就
職

活
動
を
行
う
予
定
で
す
。
こ
の

体
験
を
生
か
し
、
ぜ
ひ
茨
城
で

の
就
職
も
考
え
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
フ
エ
外
国
語
大
学
か
ら
留
学

し
て
い
る
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大

学
の
ホ
ア
ン
・
ゴ
ッ
ク
・

ト
ゥ
・
ガ
ン
さ
ん
、
茨
城
大
学

の
タ
・
ミ
ン
・
ア
イ
ン
さ
ん
、

ハ
ノ
イ
大
学
か
ら
留
学
し
て
い

る
茨
城
大
学
の
ヴ
ォ
ー
・

テ
ィ
・
ゴ
ッ
ク
・
ア
イ
ン
さ
ん

と
ヴ
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
イ
・
リ
ン

さ
ん
の
４
人
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
、
日
本
の
お
正
月
を
体
験
し

ま
し
た
。

お
せ
ち
料
理
に
興
味
津
々

　
ま
ず
初
め
に
驚
い
た
の
は
お

正
月
の
料
理
や
飾
り
一
つ
ひ
と

つ
に
意
味
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
も
旧
正
月
を
祝
い

飾
り
付
け
を
し
お
正
月
料
理
を

食
べ
ま
す
が
「
松
や
竹
、
梅
が

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
日
本
の
お
正
月
体
験

　
茨
城
大
学
と
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
の
留
学
生
４
人
が
、
１
月
３
〜
５
日
、
村
田
み
の
り
事
務

局
長
宅
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
、
日
本
の
お
正
月
や
書
き
初
め
体
験
を
行
い
、
年
の
初
め
を
過

ご
し
ま
し
た
。
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

○ 

潔
ぎ
よ
く 

龍
立
ち
上
り 

年
明
け
る
　
　
　
顧
問 

人
見
章
太
郎

○ 

ロ
ウ
バ
イ
の 

蜜
に
誘
わ
れ 

メ
ジ
ロ
来
る
　
会
員 

海
老
根
　
巌

■
新
入
会
員

▽
社
会
福
祉
法
人
鹿
島
更
生
園

（
鹿
嶋
市
）▽
特
定
非
営
利
活
動

法
人
喜
友
会（
水
戸
市
）敬
称
略

people

今
月
の
川
柳

　
１
９
６
７
年
の
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
発
足
当

時
か
ら
57
年
間
会
員
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の

友
好
活
動
を
見
守
っ
て
き
た
人
見
章
太
郎
さ
ん

（
90
歳
）
と
、
み
さ
さ
ん
（
85
歳
）
は
最
古
参

の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
章
太
郎
さ
ん
は
長
年
事
務

局
長
と
し
て
も
会
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
第
１
回
の
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
を
92
年
10
月
に
行

い
ホ
ー
チ
ミ
ン
、
ダ
ラ
ッ
ト
、
ニ
ャ
チ
ャ
ン
、

ハ
ノ
イ
を
訪
れ
た
際
、
は
じ
め
て
ホ
ー
チ
ミ
ン

の
ツ
ー
ヅ
ー
病
院
に
行
っ
た
光
景
を
今
で
も
忘

れ
ら
れ
な
い
と
話
し
ま
す
。

　
観
光
地
で
は
な
く
そ
の
ま
ま
の
ベ
ト
ナ
ム
を

知
り
た
く
て
セ
ー
オ
ム
（
バ
イ
ク
タ
ク
シ
ー
）

で
街
中
を
見
学
し
た
人
見
さ
ん
。
白
い
ア
オ
ザ

イ
の
制
服
を
着
た
女
学
生
や
市
場
、
花
屋
を
回

り
す
っ
か
り
ベ
ト
ナ
ム
の
虜
に
な
っ
た
と
嬉
し

そ
う
に
語
り
ま
し
た
。

　
お
土
産
も
の
屋
も
食
べ
る
と
こ
ろ
も
あ
ま
り

な
い
時
代
、
ツ
ー
ヅ
ー
病
院
内
に
い
る
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
の
影
響
を
受
け
た
子
ど
も
や
、
患
者
の

姿
に
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
い
、
そ
れ
か

ら
数
年
間
、
脱
脂
綿
や
ガ
ー
ゼ
、
注
射
器
や
消

毒
液
な
ど
を
集
め
て
届
け
た
と
話
ま
し
た
。

　
下
山
田
虎
之
介
会
長
と
ザ
ッ
プ
将
軍
の
家
に

表
敬
訪
問
し
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
と
話
し

ま
す
。

　
ま
た
、
絵
本
を
集
め
て
は
大
学
に
届
け
、
学

生
た
ち
が
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
た
と
当
時
を
振

り
返
り
ま
し
た
「
純
粋
で
そ
の
飾
ら
な
い
人
間

性
に
触
れ
、
自
分
も
頑
張
ろ
う
と
勇
気
を
も

ら
っ
た
」
そ
う
で
す
。

　
奥
様
の
み
さ
さ
ん
は
友
好
協
会
の
女
性
部

「
シ
ン
チ
ャ
オ
会
」
の
代
表
と
し
て
活
躍
し
、

女
性
の
会
員
と
お
花
見
を
し
た
り
、
リ
ン
ゴ
狩

り
や
女
性
部
中
心
に
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
れ
た
り
し

た
こ
と
も
懐
か
し
い
思
い
出
と
話
し
ま
す
「
ベ

ト
ナ
ム
の
歌
舞
団
が
来
て
、
素
晴
ら
し
い
踊
り

と
歌
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
本
当
に
楽
し

か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
県
内
に
い
る
た
く
さ
ん
の
ベ
ト
ナ
ム
の
人
の

頑
張
り
や
純
粋
さ
を
多
く
の
人
に
も
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
笑
顔
で
話
す
お
二
人
で
し
た
。

会
報
紙
「
茨
城
と
ベ
ト
ナ
ム
」

広
告
掲
載
の
お
願
い

年
度
分
掲
載
料
３
万
円

掲
載
の
お
申
し
込
み
は

事
務
局
ま
で

０
２
９
ー
２
２
４
ー
３
５
０
０

長
年
友
好
協
会
の
会
員
と
し
て

ベ
ト
ナ
ム
の
温
か
さ
に
触
れ
た
57
年
間
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私
た
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友
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親
善
の
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け
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会
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し
ま
す
○
○
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